
鋼製ドラムの直火加熱実験(第1報)

1. I乏しが考

ラムは危険事訟の波紋怒として， も

総~くもので，国内仁おけら j刃有総数は. .1， 

月産350万的と行(定されている。この数字が示す如く

銅製ドラムはi型搬得混と Lて，~く至使なものである

が，それだけに使矧FI途も多組多級で，市場での， f史

L 、等の~，遣をぷ;ヂることは非常I 削減

れている a よって白献の r守ム泊 1;本の廠m，υ
とであるが， その千トfむとしての使用'ム:1:1沖合女 tll

もない始末である。

以」の季五山から，経年変化あるいは使用後化による

鏑製ドラムの強度あるいは寿命等に|刻する資料安有す

9 は縫i論のことでーあとj点、， 安存する鍋iふ;じづムジ〕

次与の淀全性に対する何万一山資料もないれ

トJムの安全性に闘する告託料として，開放火炎rlr

銅製ドラムの挙動，観測の結果をここに報告する.

l 実験場所並びに日時

場湾rr..…東京港第14号埋立地
昨年……昭和40(1 丹江汁守前101時

完治者及び但

j己級者一一第 2nJf j'~~jよ全員

担当 和田区

ト ァJ 種別

燃化学会社|;;
I-A 

記 2-A 

3 l-A 

提供事i油会社 No 4 2-A 

lNo ち 1-8 

A.・a・・目チャ ゥ:熔妓され

B.....‘チャイム部分が熔接され い

1.6 

1.6 

1.6 

1.2 

上記の銅製ドラムは，主としてパラフィン系炭化水

素を充模して運搬に使用していfニものである。

(J)，実験要領

fこ銅製ドラム

鱗ニニ研究室

載せて.耐IJ'."ミ

和 型、*

2. 実験の概要

しむので， そ(J) fドj

要旨は

1 鋪製ドラムの水圧実験

銅製ドラムめ製j;!，U:， JISZ 1601りfJHt絡によって

待メーカーが製造Lているのであるが製造試E畿の中

に水11ぷ以 kgjcm2がY;ふ川三も 二のi試験正i1J

崩し三 q 料事けトラムJ)JJ(ff'J絵え i 包Lたもの

る。

2 組射熱量の潰11定

銅製ドラムがII'iJK火炎に触れない:jj、i&で， ilfl火災が

発生した場合を必定して l 地表iili上で j)ソリ/， n;111 

が|剖伏場fTの細身zif!1;i;ヰ.J，IiII Ltこもの
ヲヲ

屯〉。

密約鍋製ドラム(7)ii変メくはよる加熱実験

銅製ドラムにガソリンを充模して桁封 L. この|ラ

ムを謀綾ガソリンa れiltlの似合総め火炎の中lこ入れた

状せにしてドラムのサペ助そ観iJI.I1したものである。

3 実

1 鋪建造ドラムの水庄実験

銅製ドラムを SUi準似iL. .;::.それぞれについて広正

"1:験設契機した Q

鋼材 外径 ， .注部分 をE
fう拡〉 J 

SPN 581 216.3 桜 2μ 

SPC 896 581 213.6 俗銭与し 3半

SPN 900 580 218.5 熔綾なし 4年

SPC 895 581 214.7 熔接なし 4年

SPC 男骨号 581 215里 燃綾な L <'1 1f 

子軍1)ポンプと連結した。銅製ドラムへの通水速度は

61/瑚訟縁綾とし，通水中のドラム容積の培加抵は，

民主1;舘崎より計算した。

(2)， 

自立にべfニ要領に従勺 した実験結果宗治
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問実に示した。衰の縦軸は， ト J、のが私 iむか

(1)を示L，横較は， 1J u~まった水圧 (kgfcm20 ) 子示

したものである。

(3)，結険

制 J 1 Sによって製造され六銅製ドラムも，経

年，使用変化による強度劣化は必須と考えられるが

まダ容撚増加おの大雰さによっでドうムのj訂正'}:1:，1己~

の低下の程度を知ることができる。第 l 図表で7f~め

きれてレみ各ドラムダ〉容ぷ増11，1 e. !Eと閉じ芯
次めよろ以関係が万点tl.ごいる。

a 使用年限の長い Noω3，4， 5の容積地加

!?;.は45-50 で， No. 1， 2は35 華痩と史

年限の長いものLi ラ.1:.， ~'f]. 積び)増 IJ!は，即ち

である。

b 制圧を肢の主主，I.t，使用年限の長訟によ

・ろは少く g 使用年限の短い No. L 2は3kg/ 

cm2程度でクリープ L，これに対して.使用年限

の長ャ No. 3， 5は 5-印kg/cm2と予 No.

2に比してかなり強い結果をしめしている。

c 訓項a，bの結果を綜合すると，鋼製ドラ

のを駐機:は， 単lこ使用制痕塁。i立ついて経毒t"夜、化、i断

ずることはむずかしく，むしろ下ラムの使用状況

はよるM響が大さいと考えられる。つまり，ぶ実

験に絞洪された会社の玲段の使用状況から推定し

て， No. 1， 2は使用fl援の知い割合に対して使

状況の悪い化作併殺社のものであり， これに外し

て， N仏 3J Ll， 5~立使総/<f~患の長主;こ比して， ;'5 IJ

合L、扱い状説ぬよい石油会社のものであった。

よ叩て使用変化法経ヤ変化よりも 8 鋼議長ドラムの

強度を低下させる主要悶であると推定される。

刷機 1 表泊守、す変曲点は 5-3kgfcm2と35

~50 1とで臨む範鴎にあるが， この変幽点は，通水

速度(容積増加速度)61fmin 1J日圧速度O.4kgfcm2min

の条件のものであうて，通立度がさらじ加怨され

t~場合』こは必ずしも同じ{障を示すとはかぎらない値

てあると推定される。

この実験は，ガソリン，灯油が地表面上で燃焼した

場台，成上あるL、u震え下に置かれたドラム三振函に， ど

のあi度の幅射熱意ダメ:1mりs さらにはn 缶炎温法がど

の程度まで上昇変化するかを測定したものである。

(1) 実験線領

ドやム， コナイノレペン第 i沼， 急務 2誌のように悶

定して.オイノレパンの燃料に点火し.予め設定した

出度fRitZ及幅高す熱量院の測点での温度.総射拘置を

実iWIした.

第 1図

図解析

l1!l1魚下に据えたオイルパンAにガソリン 1001を

人れ 5 火ごl旬けてトラム S缶を5認定し， 10m点に

頼射 ~f へ y ト No. L 15m点にヘッド No.2を鋸

えた。 ドヲム災i宣iの溢度は，図示した頂叡中央点に

設けナり No.l'の総.ト 2/，NO.31点に，

れぞれアノレメノレ， クロメノL線付=1 目 2~伝〉を固定し

各定の位置糸件…ー第 i表参投手

第 1:表各測定の位 限条件

アお13定二13表-Ffh，号り?1Fみト¥!J京周
Nむ巳

No. 

No 

No 

No 

2 

隠専j熱量 10m

15m I 

l' I温

31 

度 75cmI 5m I 
75佃

28cm 20 ラ 鉄
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通路2蹴

明日竺時ぷ用-uL
地凶|下;及ひ地点 l自Iに鋸えた.~.( /t.パンA，B(こA

々，カプリン15/，灯油10eを人!，Lて火点とし.ニ
れより風ード 1.5 m}\~こ躍注ドラム(カソリン20 ，入

町岨 1st

I---m-斗山ふ窓主主斗~

1) 民 j二 m点に横伏 iγ

?長えて， lIut&iJl11点 No.

ゾJソリン20 j¥り〉

:げを川正，話弘子

こJ¥ゾド No.1， .， I・No.2心

して J~'"温度t 制去十日を爽概した。

各測定の{守j訂条件，・一晩犠語漢語事再当、

持望書i
|測定対象

No. 1 I附烈j匙

第2表

上より I~丸内
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(2) 実験鮎果 '1λ均制射止~~h¥ 
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図

国

)

1

2

註

第

第

(

主り.000 8:l0 21り

十15mι

80 

2.9m2 3，500 32.000 [， 280 320 120 

ユf均幅射対ペ山~時間

j昆 位[置 lラム 聞と iffii. 
平Kt-tafjl受十

点配当 (ト風上) 内ガソ … 一一 /口ザ凶
一風ト fHdI C 司、 Hノ-ノ/l:it ι 2分 4ノ/¥J {、)ハノl 12分

十 5m 0.75m 20 iI 38'C 46ωじ 58C 68“C 830 

第 llslの場合 No. 2 十 5m 0.75m 50 e 27'C 27'C 31J'C 25'C 830 

N心 1 ト 5m O. 20 iI 21' C 'C 210 200 

十1.5m か 3lil 乱ωC 395" おむ〕 32，り

IS!J)場合 No 十1.0m 20 iI 3以j C 315' 32. むの

No. 3 -2.0m O.75m 20 e 95"(よ 620'C 135" (，よ 90ω心 2.500 

(3) 結論

(イ) 火点 1m地点で約30，OOOKcalfm2hrの熱

川も 5m地点ま三みおかると， もはそ

hrm2 程度となりふi射殺も非協に ~~ノ

密i燐面が鉱大すれば， tれだけ車醐V::lぷむ
し.火面が 30m2以上ともなれば. 5 m点とい

えども 30.000KcalJm2hr の受熱批となる。し

かし，熱焼国が14m2事噴出の場合，風下夫いえ

も (3 mfsec風波 m以上も遠

会C程度(ドラムムで〉の昇混を

ない。この場合は.空缶であるが，カソリンを

充棋 Lt:缶の場合は 30'C程度となる。亦l也前

(て霞いた空も%出程度の変化1.、

的 K~丹焼[白が拡がれば面位時間当りぬ;総統

数量も多くなり，それだけ輯射熱殺も増して，

火点 1m点では，火酒1.4m2の場合30.000Kcal

fm2hl¥火前i2.9m21)場合では.32.000K伺 11m2

り仇'風上 2 点弐じぴのり Iドfラム5表健函を l口

必J之:，γえi江温直〉にi過品熱しτいぞあ〉心 よって気化殺害燃の

ぐ20) 



少とい液体を光模したドラムの場合では， ト主

J、内庄の上昇をきたす範囲にあるので危険であ

Jもの

い 火点 1 ぷにおける熱長∞O~32 ，

KcalJm2hrは. A. p. 1方式による受熱徹簡で

あるが，実火災における火中織震はこの値の 2

とすべ乃叩であると忠、本きれる。

3 錨懇話ドラムの護憲;よけによる加撚澱験

この実験は，ガソリン，灯油が燃焼する火炎に直接

ドラム幾磁が触れ，ああいは炎に旬まれた状態にわけ

る，鉱桜 γサムの耐火 とくに流域j訟の蒸気日 dにバ

する強健と，表面1良品tiihする資料を五十るために j~!ふ

ドラムの霞れている際労あ

って，如何なる現象を計十

したむのである。よって，

るいは交摂殺越の差切に

るかを綾部人た。

(t)実鞍要領

すイノレパンおよび iラノ、を沼3閃(ドヲ人慮認め

場(;)号 治 4凶(トマム!潟{犬の主あれ)， 1，こIT、す{t/j，}{(

同'<Í~燃料は十 I1〆パン A，おにそれぞれ s 力

、ノリン15e ，灯111:110eを入れ， ドラム中には， ガソ
リン20e入れて，それぞれの条件に従って)、検必s
ltil弘治した。谷19.1，も。点火ょっ))終過H~irBï~

第3図

叫寸刷ピ

I t I山
← -RW託h材?zlムー 一一

"f' I.../~.'~A →吋i(Y"'/'l- c1. 

:7iJ{叫 j九

第4図

地Jわい夕、"!lA，

て起る現象ふ観測!と岡崎に線灘告せ，亦表面温度

録Lたれ

't 

実験は，詳l3 }~にかし た侍条件に従って， ドラム

安悩殺させた議事予言は第3閃lこ，機伏の場合は第4閃

1..た要領マ'J、皮肉した。笑弘託を第 3 三!こ爪す。

第3表実験条件
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(3) 実験結果

第 3"kT!1ぬ件に従ってち恒|実施こが

の、後続過をごに，実を第 5

したa

表(tl， 5)を綜合すると下記のようにまとめ

ができる。

制 ドラムゲ必~と発すふ時以は.約!

2分以内である。

(同 ドラムの敵機織iに亀裂を坐 l:て，噴楽する

時立 2う三分頃であ

り チャイム品~5)'" こ亀裂の生ずる時期は，内i.t

が 3.5kg/cm2以上加った時点である。

明 噴炎した 1.'ヲムの容積持母方自塁は，約将~初

n 

H{浪:である。

(4)考

，)メifí~ O)結果小 トラムがゑ長して官を脅する

時期，亀裂あるいは作動弁が作動Lて噴炎する時期

は. それぞれ 1~ 2分， 2 分~3 分の昨春樹常務ー過

況であっfコれ これはわ、し人次のii者~Irl干の遭い

ヴて時l習的;こ読む後してくみれのと思U

付) ドラムの伝熱効化による影搾

これは，火殺がL、かにrt;械かつ強いものであつ

ら，風などで炎がみだとドラムめ表部が有

効パ加熱されはいのでドラムえの伝熱最も少くな

り.充填液えの伝熱最も必然的に少くなり，よ心

て液温の上昇れ絞慢となり， ドラム内庄の上昇も

( 21 ) 



第4摂 言寄 与も 絞 淑

芯三一十VI7アコ長.4 

LEK-尚三正直f
コ'ぶンと云う邑がする Il' I I -I 55λi火敗|川汝Il'ωぺ 85， 51"i 18iよ込山 1'13''114込i

1 .~ J ..1..1 . "" IA'T"~I :，w ..I ~] .] ， ':' L~l~J ' "'! >>01 
開こ亀裂牲と喰炎する 1 50"1 河叫な LI . 1 H 1円2γF¥叶iβ5叶1仰!叫なし i守七乙川1し、 11 一;一

噴炎が非常にはげし〈なる iいれ，勺0川吋 32お51いどω'0パ.1 H 1いれ，汁1パ刈刈 一!一|一! 一i叩→[一
噴 火 が 小 さ 〈 な 込l ザ山川川叶むω町吋0"ぺH1い門lド門品ω叶告951ヤい門剖叫叶lμS1i F:];j i N l 拶 1ドω130主ω30"ぴ，門 ~~~L ， ~γ~I ，山山3幻?川ド門門2郡恥「島制「G1γ|
噴炎岩が ιL ま忍 IH'OOノ'1 町山I• 1 I刊かI 叫 12'20"; 2001問 -1 -一一

オイノレパン Aが消える| ←|叫判的叶 N I H 1問 "13叫刈山"1叫 2叫川"刈m
オイルメン Bが消えや 114100"1 一1-i 9'50"i • I 113110"1 -，13'30": -1 -115' 1 IY'!← -

llll  i!11ll，J11，| 
作動弁ぷ作動す忍 1t山|な11な!イ l'吋.I " Iな:し， 1作な LI怜なしh;γ刊4町?η3判22R'
言黙需)イ' ロ， I重鎮nti員時め位i1tで， ぜ特]ζ板中央， ロは側i宵

事務 5~堅 'J:: 験 t仏 製

! トザムム瀦め焼柑lJ主
亀裂ず!動 i 一一一一一 一一 一一 日一 一一

実験手番号 --. ... I 主主;こ旦i!' ~二一 一ーは吃Lくf位二
I'if m1民宿

開(秒〉i線 H 111飼ば|鋭 sI捌 S 1 :J松崎〈叫 「り

No. 110 0， 1'5 i tl. 60 I -I 0， 6 天板千ャイム'::1:5)-1 50 1 18 

Noゃ 2 !o り仏.15 1 5:1 

9け空5l 1 n l 例一一サh山一……一守μ山…一一一子わ川叶叫叩iハ4刈岬i泊郎伽1加伽l門予No. 3 165 

No， 4 165 0.20 0，55 

12 

50 16 

土o. 5斗J土_10¥1己0.30斗よ一州し 0 43 

一
〈続) ，"j¥分fJ:6000C会越式たと恋料されるm;分の友l剥約 (mり
S部分は300'C程度の部分必要昼i面積 Cm2)

湾くなる。

同 夜話j受然以積に品る害訴訟

ドラム肉体に灼いて時， 1， 、かに有効な'支持!¥桶績

を錨「したかによっても.伝熱効化が{i右さ.nるも

のである。充填君主に対ずる.務れ実務i積の犬小は

熱エネルギーを I直後液体に (~m.する説象からし

g 伝部必果~:.えぽす泌響がたきレのであるのよ

って.置かれているドラムの姿勢のラち，横伏の

総合は，ずじ填.1¥に対ーする濡れ淡ii'li敏の変化治 kき

く，ある時点では自立状態の場合のそれより L大

な℃，ーそうこの効鳴が収て;らの勺ある。

実験後のドラム表面の焼き湿度3こは.そおLた現

象虫、伝書立与化に長鱗をむえた鍛錬をぷ，rも心と ι
て望号過することができがいとごろである。

り 充機量の多少による影季語

一定f設内受熱務のあろ場合内ドラム1:1-:1&れ所

C 22 ) 

定圧に達するH、'rWIは， 充土産jd;の当事少に rって1i'-:Ll
され込。誌が多り WJ，Irどの1泌総最も yく，。γj

f皮iliil，蒸気tEのート勾も， R翌慢となるのア， ド弓ム

を能裂させるに必講話な悩j)(3.5kg/cmz以上〕にι
すさ?には綴"iの的対iを'['1.1る。

同 ドラム鋼材の志!熱強度による椴甥i

ドラム!こは，鱗事味彩。)種告iと，1.二の

2 種缶があり，それぞれの対熱強度は，厚昨~，材1f'l

により影科三れるが 1)川ク!lil:殺は型転浪5平を超

える時点の現匁で，膨燥濃度が大きくなると，チ

ャイム部分にかかる[fj]卒、非諸に大きしそ心;1)

が弾性限界wを越えると、 リーク現象が:1じろ，乃
で.亀裂のぬ朋が't'-められるl京凶となゐ。以上の

諸雰問によって，者懇裂ぁzいは行動弁グラ作動グ)f時
期油、記右されるのであるが，その機構をさらに次

項において詳細仁稔討する。



l 作動弁の作動時期について

f乍動ま，内-/~\弁わ議潜圧 t した時i 二作。jする原理を利用して，内日了が弁調幣uに達す
之!時点を波ぺるねf勺で，京事長No. (2.8kgj岬 2)

No. 4 (3. 2kg/cmり， No. 5 (3. 5kgjcmりの各ド

ラムので妓給柿れに取門つけたものであてr

n r:i事例・・…実験 No.5

*トラ人I怒勢 横伏

ょと作動守‘ 3.5ks/<:m2

※ププソリン充:l:Jl量 408 

ガソり~/比重 APl 

※特性係数 UO P K=11.9 

平均了j賂 : 

。ガソリンの諸物怜鰻(何十磯他〉

iffi1.与i ブJンジン一 ノJスニこ ν 許似容二T_j:) 気化前.，1，
!fi: '~ H タノLヒー ノレピ Kcalk c "'~kIZ Îc'm;" Kcal/kロ Kcal/kg l'¥Cal Kg 

品 1.6 50 12. () :i7. 11 

75. 0 25 57 22.5 34 5 

り 3 2 60 7 :.12.3 

100.0 3. 5 61. 2 30.0 3L ~ 

118 () 告。 68. 持 5. 7 

計l干粂件と J.友より， ドラム|人j均ソリ/河ii!(， 

8kg (40 e )の伏態 求める j二両日め jJ4り
である。

iffit !良トラム内圧力ス量放 J 潜熱
"C kg/crn2 kg kg Kca 

3 1.6 コ 。
75.0 2. 5 2.6 26.2 326 

3. 2 3 6 489 

100.0 3. 5 3 4. 25.4 508 

11持。 9.0 7 7 21 1 022 

前表結巣より.作動の時，聞と't熱iW;lとの'lilF-f

f求めろと Fti'sち加くなあ。

iNl， 也ラム内If:
。C

作動時Jtil(秒〕
a も

38 105 

57 157 

75 

931 

2. 5 

き2

100.0 5 60 18:1 

L48.0 9.0 121 327 

(註) .え納¥k; fi 恨む =21，仰の AO.R'筏TU/
f t"， h rのA C'そ1.!\発効 ItIÎ ，fi'I) の (~jに0.8m2 を
与月たのが aの場合百 O.2空m2 を与売たの

がbの場

3.5kg/cm2 に言問殺した;f:fその作瞬時期は， 害容 4の

No.5から 3泳三秒て. 二のIl;'Hおと上ユ、主を照(

( 23 ) 

合すると，受熱陥Ifliは O.23m主となる。また第

5表 N、匂k 5のドラム号悲民苅R苅iの!絞際芳の{値直と引!

致す令ιころ均か、ら博 APIの交訟式力、ぶぷ験に
充当方れるものと)(!.はれる。

同校1に，実験 No. の場'"'1の結果ふすと

下;lCの如くとなる。

一多:勢続伏f'f!l守IJff"'32kg/cm2リ進圧〉

りハ}ン充填濁 20 e (14. 4kg) 
計;己主主果

ヂ「作動!侍聞を l分45秒とすると.受然面積が

リlO~im~ となぞ。受熱r;1:iO ， OOOI\caljm"hr

JI ノド ~J弁よりの噴出設

火慢の'M!さが一JE(干s トラ J、!':掛かる熱量が
-'tE弘ら(，;1'，ルゾリン心、噴tL¥-j~に lÌÉj …こ，カ

ソリ:/織が減少し，きらにJ医療耐を増大する。

これは J般11ちな符3 と ~Oねil'x .:，(との関係である

が，まj験では火炎の強さをソJlJlでラ匂:いので，

次のふι !'~J: かっ噴出松ぺ t\['jË !。

'J、験 No. 4のJtj合

噴出川Hftmi:で1分(実験結果より j とす

ると.受会1¥11効凶lfl'ltJ、O.103rが(IIIi項の計算(直〉

と公lJ. それ句会のti"ii'rrt.'f刷、円 1)の受持斑は，

5， 7701¥.caljhr となる。 ダ「のfド幼時間は第一4表

第2図表 祷型車日i2. 8~3. 5kg/cm G 

;mJqiの噴tjij-一噴i土
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(芳鱗害事i晶表〉から 406秒出1とtJIJ， 第 5ぷ(写実

験結梁萩)から. ノJソリン とり，

らL::Jf心噴出盆2.6白色ツhr(air)(員長記凶vJの数

値から，実験と譜数値との関係を明らかにする

とτ詑の立uくになもの
弘lに噴出 i.. ソリン…ニ (2.6m"

/3. 600sec) X 406sec=293 & 

。ガソリンの噴出重量=293&722.4& xl16V 

らは(蒸気軒川公気体と殺した場合〉

Olltl!むしたガソ~; :/の波容量=

8 =2. 081! 

70. 72kgi 

Oドラム中の残留ガソリンIAーは. 20 & -2.08 & 

日 4とな ，.，Jo 

iユヒの去十算よ ~I 筏消ガソリ/ 実験J。向

(16 f!)と，ほぽ合致するi古(12.92& )であっ

たことから，本実験は， J!I'.，;rilì(i~に fiði' だな I人nきで

ある二とを証明 Lていふもので

災以sの場合
噴出時期...3分2秒，有効受書I樹被 0.81 m2 

受男量得'''~O ， 550Kcal!hr， 弁('r砂時期…40秒

ガソ 1) 浅留量1:'" 弁(3. 噴出量

3司2m"/hr

実験4の場合の計算と[nj憾に灘漉するの

04ろ彩問:こ噴出す忍ソリン液尽ニニ (3. 2m川
3. 日c)X40s抗 -=3!i(&) 

Oドラム内残留がソリン液ほ=40-36=4 e 
残留プ'[ソリン主主が4eとはり，爽験[直(1 e) 
止会去なしないがプ?♂汁"fiWJ停止上り鎮火ま

3分余も給油lコ分から，燃焼していたU)

で，そのIllJに焼失したものと推定される。

(5) 結論

ドラムはお泌されると，む;;1]，長.亀裂ふみいは様子訟

と.激しい災殺を呈してくるが，その号、推測す

ことは，非常に困難である。しかし実験の結果，受

熱量30，∞OKcaljm2hrtこ対して充慎重醐ト40s程度
タコヵ、ソり

裂を生-r時幼は，約
では， ドザム表面lにぬ

分以内でみと》岱しかし 2

突火災等の火焔の中にあっては，必ずしも.この値

が充当するとはかぎらないのむしろj続安ンクの状熊

にあっても -3 分~U!ど討議発してい心的が多くあ

るので，与え火災の場合iζじける受然科J4，約60，000

Kcaljm2hr と推定されている。また，ドラムの中に

封入されていろ液体が現力hli. I及;l'h{忍気化沿《

も異ってくるので，その総も変ってくる。ょっ

膨張亀裂，爆発の時期生雄糊することは全く関雑で

ある。しかし.亀裂から爆発と，苛酷な現象に移行す

る主要原問は s ドラム ~'1rEの上昇速度仁容立派がありも

本;稼働の亀裂.w.象け序カ上昇速攻が lkgjιIll"jmin，

程伎の人(:1'であヮて， む‘しろ，匂うるは. それJ)

!上ゴJJ::.;H速!支のj劫白い起ると考λらnるの

9.総論

:J~与 lX 2X3)過してを 1-ラムりふJすこNJこ閲す
!nM10 ノJ:~た・験を試みてきたが， ¥Iii .tJ..:JJi.象をタIJ記すると
. J; ，iGI1主刻〈となる冷

1 、より

(l) ドラム 1秘総g旬をj出じ， I地HI強inよtよ漫
5 ~ JOkgjcm2 .f'}1立で， 容h~士自力~I昂ιム 45~50 e範
1111にとどまる。しかし使用料獲の激げしいもの

U:，料情変化よりもよきく強ぷドみ!泉凶Jなっ

( !j、凶 n

(2) 変1111点は，内.11:2 ~ 3 kgJcm2， 'riWJi"i1JIl援IIS

~50e の泌j! i1にあるが E 二")場(iは， I人JILJ:ケ(.ia: 

titn¥行4包gjcmZ，のと T わる。

2 より

イ，地主火山1.1m2製伐の火炎め鰯耐熱 :A~ よ

m点で30，000Kcal'm2， hrとなり，火官ti30日12J)場

合の m点と同絞でふる。し/ハい 4m2

4.i.l. . 込 m点の;えよ:~ふは830Kca l! m" ，hrで，似ヰi

*~.による過然危険かりはJi さ'かうてし、ることが

河守~.llているの

(2i 火lflil.4 m2 市民射 !f1~ ，~1:: Jしつ:時半は 5

点ではほとんどな<:. 2 I'.¥: 1ftねの1:悩み空ドフム

で70'C 起肢の蹴度上'i7をみるが，カソリゾの充

t~j11‘公立せトi. それサ'\t界滋ち子-'" ./乱首Z汚物

|日れよとげまってく

3 実験(3)より

(1) ドラム内正の上昇は， 有効受無事;.充塊殺

さわには受熱凶綴B 政れ点i爵Ht下上って右 11古

れるの心境議20九州の条件ν こおける J

員:30，OOOKcalfm2， hr続[JJjで叫 γラム内ILI::;!速

度は約 1kgfcm2， mぬ， であるが，充出;11をませ

，j'， そjしだけ|付げの l!・速度予)威子ずるもめ

る包

(2) ドラムが亀裂，あるいは亀裂状rilに近迫した
H与点での， 主主配i織最強齢J.10~部8務提である内

以上の2すだ験の結裂か村井仁淀行ずる鋼製}

ムの強jえL;.単にj，予必した'1'-1肢によっ"C!i.右される心

ではなく，むしろ使用，取』泣いの程度によるものの方

が大さぐ燃物してくろの?ある。-rt (ろは，普段lth

けるドラムの強度を刃殺とした場合ょうるが， こ

ーたん火災中に怪かれた場合を想定すると，普段の強

度に/1頃ずるとは|浪ぎらない。そこで，火災等の異常雰

囲気のやにトラムが授かれた場合ぷ川、ラムの安全滅;密



を推測γ心ト

第3図表

して論 31当支を・添付する。

第 3議必 … -TJ 

符号，はドラム替え伏. CDは直立とした統

合の表面積を表したものである。横伏の場合の表面

積

人柄 v 続出漬 B....側面積十頂面支i

C-.一側面積+J頁出航十氏i白積

直立の場合の表面li~

D......湖面積+頂而積

E.一…機泌総十l頁l面積+底面積

※ 1・ ・・泰樹お肢を800'Cとなる火災での加熱によ

火災

ゑj語温度が1.200-1. 8000 C 

見1&表面が240也Cとなる火
。…予見坂表面が210'Cとなる火

ト勺ムに，約80eのカ'ソリン点、入ゥ〈い
場合の亀裂危険時聞を求むる。

充填t君。sの横軸とA線(側面加熱とする〉との交
JXから鑑直に上昇すれば，漏れ凶fJfiO.6m2となる a こ

の点会議選に上昇して.亀裂範聞のA線との失点を，

横臓に平行して真横に移行すれば，受熱量780Kcalの

これを火災の様相に従って s

{品!なにどナる -F記の如くなるd

( 25 ) 

推定時間

関 ぇ分15秒

お00'C 50秒

7分10秒

210' C 12分O秒
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